
第１節 新型コロナウイルスの感染状況 １全国の感染状況   ２本市における感染状況   ３市民生活への影響   ４社会教育施設、生涯学習事業への影響

１事業運営について（生涯学習センター・公民館・地域教育推進課・図書館）→→ 事業の課題と課題解決の方向性 

２施設管理について（生涯学習センター・公民館・地域教育推進課・図書館・避難所運営）→→ 管理の課題と課題解決の方向性 

３社会教育全体に通ずる課題解決の方向性

第34期社会教育委員会議 緊急提言 『新型コロナウイルスの影響と社会教育』

趣旨 新型コロナウイルス禍の中で、希望の持てる未来を目指し、社会教育にできることは何か。→→→ 提言 

概要 

第１章 生涯学習・社会教育への影響と課題  →→→ 新型コロナウイルス感染拡大が生涯学習・社会教育にもたらしたもの。 

第２章 新しい時代の生涯学習・社会教育のあり方について →→→ 新型コロナウイルス禍における社会教育の新たな可能性。 

第２節 新型コロナウイルス感染症に関 
する対応と課題 

１ 利用制限の基準作成 ◎利用制限のガイドライン・基準づくりと利用者への周知        ◎利用制限下における利用継続に向けた工夫       ◎ボランティアへの配慮（参加意向の確認） 

◎社会教育施設における通信環境の整備と職員の習熟度向上  ◎オンライン会議アプリを活用したスマホ講座の実施    ◎対面可能時期での関係づくり、仲間づくり ２ ＩＣＴを活用した「つどい、まなび」 

◎メールやチャット、LINE等のメッセージアプリの活用…例）図書館レファレンス業務、ボランティア間のメーリングリスト、若者の居場所等 ３ ＩＣＴを活用した「つどい、むすぶ」 

◎避難所としての社会教育施設（利用者と職員の共通理解）  ◎新型コロナウイルス感染症に関わる学習等を通して、市民にとって頼りになる施設へ。  
◎社会教育施設利用者間のつながりやすい環境づくり（Wi-Fi 環境の整備） 

４ 大切にする直接的「つどい」 

◎ICT 活用による多様なより多くの市民の（対面あるいは非対面での）つどい、まなび、むすぶ →→ 新しい学びと社会教育活動の創出 ５ 新しい「つどい まなび むすぶ」のために 

提

言

内

容

『誰もが安心して安全に学び、元気を生み出す社会教育へ。』 


